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図 1 正常妊娠経過における血中 J~嘉値

ng,ml 
400 Serum Total Estriol 

ng/ml 
40t Serum Unconjugated Estriol 

なかったまたTふ

が150ng/ml以上の群(n::::54)と

それ以下の群(n==62)にわけて

U-E江 E3ratioを求めたとこ

ろ，前者では9.16土2.32,
i • 

300 30 

:/• : • 1/ : 

200 

100 

．． 

゜`1/口／／

では14.2土3.84となり，役者の

U-Es/T・E3 ratioは35週以前り

を認めなかった

6) 日内変動

図2は6症例における廿隈

を示したものである．変創緑

は T-E3が7.8~37.9%,

21.2土12.2%,じEaが7.2吋3.0

％， 平均11.3土2.1%となった
Week of Gestat10n Week of Gestation 

3) T-Eaと Uー凡の相関関係

同一検体における T-£3と U-Eらの相関関係を

妊娠各時期ごとに検討したところ，表に示すよう

に，相関係数 rは， 35週までは0.71~0. 79と
を示しているが， 36~37週に入ると0.45と

低下を認めた． 回帰直線の傾き a も35週までの

0 .071~0 .085より:36~39週では0.0;32~0.034と

値となった．

4)個体間のバラッキ

表に示すように，標準偏丸'.'-~SD

除した CVは，妊賑各時期において

丈i力ゞ T-E:iよりも低11化となった．

rn 

32~;35週， :l6~:37週， :38~39週の各時期におし、

有謡差を認めた(Pく0.01) 

5) U-E3の T-E3にしめる割合

じEdT-E3ratioを妊賑各時期におし、て検討し

ところ， 35週主での14.9~ 17. 2%に比し， ;)6週以

降は 11.5~12.1%と統,;「'学的に行認に低ドした

(36~]7週Pく().()1,'.l8~:l9週Pく0.02, 10~4]週P<

0. 05) 

次に， ;c<J) lJ-Ea/T-1シratioの低 ).:'7ク;LiこU-1シ
の低1くによるも(})1/J、, 1二E3u) I・. H・; こしるも(})1/)、

るために， :36 ~!J l .i凰(})116位j(こ')し、こし］

EJr-凡 ratio と＇じE3 およし~U-E:i (ピ(})11¥J 

鳳］関係をそ i しそオしに•’うし、て桧討した， U-E3』1T-E,

ratio と・r-じとい間には r=--o會67ご(P<0.001 l 
は高度な負の札JIリ」を認めた力;, lJ-Iシ/T-1~、~l fat iり

としJ-E:,とu)I Ill iこ｛士,rニニ0. OJ85 (P > O. 6) /: { l 

7)分娩時の変動

しえた 9例の経腟麗

例について検討したところ， T知は入院時176ェ

74ng/ml, 娩出時246土llOng/mlとなり，じふ

.4土6.7ng/ml, 娩出時27.1土14.7ng/mi 

いずれも

期は初相11土 l分， 第二相は94土 l~クJとfょっだ

9)謄帯血における検討

ml. 

1- ; 

l'M! し,t,:、

t、"1J

と母体血におげる

，罰動脈血1823土428ngm 

母体静脈血110ご51」Iも

ぢ、力\ ✓)にじE, では，
162,(辻45.6ng 

＇ レふ＇12.0ng/ml~ は0
, 『.f

, : (P<。.05)
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表 1こいと lJ-Esの妊枷各時期における相間間係

weeks 16~27 28~31 : 32~:33 :'.H~'.35 • :m~:J7'.38~:39 : 40~41 

11 
I 

T-Es 

しl-Ez

mean干 SD

CV 

meanゴ・SD(ng/111/) 

CV 

150亡fi:3 173士7:3'. 188土80

0.42 0.42 : 0.4砂

11. 6土3.4 12. ;3士:Lfi 15. 9土1.21s.s+1.:r 20.3土7.1 

。.29 : 0. 29• 0. 26 • 0. 24 0. 35 

0.75 

し
、
，

,‘" 

U-E:,,rr 
．． 

n: 症倒数， r:相閲係腐日帰直線

CVニ SD 
mean 

4げ 46 27 

0.45 

0.034 

10.5 
~~ ~ 

11. 5土:.i.13 12.1土4.412.1士4.7

図 2 叫中 I五伯い II内 図 4 児娩出後 0)間中 I汎 1直の減衰
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であ，）た

ば妊見~8週，破線 (2) は 36

: t、24'.10g,Apgar 6点

11) 異常妊娠例における検討

J>T-E3むよこ、じE叶（［を図6に

下す．図q10)番号；こ了l',,

(1) 妊鳳応週；こー一

9,r; ヽl、, ll合盤 1f1

('.2〉奸応'.)5週；こ＼
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図 5 DHA-S負荷後(!)! 鼠中 F、3 1直の変動

ng ml DHA-S T-E, ng, ml DHA-S U-E: 

,h•-•----<>---------------------• l' 

30 

0 1 2 4 8 
↑ 

DHA-S 

24h. 0 l 2 4 8 
↑ 

DHA-S 

241, 

図 6 妊娠中毒症重症例における血中 £3値

ng mll T-E:: ng ml 
severe toxemia 

. •15) U・E1 
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u
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図 7 糖尿病症例における血中恥値

4n0g0/~ ml DM ng'ml 

Total-£3 40 

300 30 

200 

/Jr: 100 

16 20 24 28 32 36 40W 1゚6 20 24 28 32 36 40W 

崖婦人科の1止昇 Vol 

tinine :~. 7mg/dl, 

7点，

(6)妊娠38週にて帝切，

g, Apgar 6 

(7)妊娠39週にて

3000g, Apgar lO点，

了•宮内胎児死亡をおこし

では児心音消失確認直後の1いで，l-E

ビEsとも急激な低下が認□られだ
図7は糖尿病蔀例を示したもので力）ら

3 考案

今回の血中凡測定に用いた 1ヽ

ル恥リアパックおよびフリーじ

アパックは， 両キットとも同和Ii

intraassay variationならびに interaさ

say variation を示し， 両者の測応十

を同列に比較検討しうるものと考え

れる． 本邦においていずれかのキ

を用いた検討は数力所の施設で打Vl

ており 4,8-13) , トータル E3 1Jアハ ＆ 

における conjugated E3 O)酵素広1

よる加水分解についても

とが確認されている 4,11)' 

正常妊娠経過における推移では，、「

E3, U心とも諸家の報告とほぼ［祖嘉

妊娠週数を経るにしたがい次第にしじ

し，妊娠末期に急上昇が認められ｀ふ

週に頂値をとった．両者はほ

た変動を呈しているが，詳細に検炉

ると若干の相違が認められる．

村口 14)らは諸家の成績を検討し，

娠末期における T-Esの上昇率かL
ふ

のそれを凌駕するとのべているか，

どもの成績でも 35~36週にかけて，

T止の U-Es を上まわ

めた

T心と U心の相関闊係に

の詳細な報告はあまり見られな
',', 

T心と Uー巳は概ね良好な
／壬娠H寺勘i

"、

しているが，その程度は刀 -屈

り異なり， 36~37週に入ると
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~P <0.01 

-し・:t 1喜

; ::.1111.1¥1 

': ,J/, 数伽j. ;』:

’桃

している． 私ともの児娩l廿後 2

f:t, じE3/:t二相性の減衰廿ii線を描

T心E3のそれは直線となり， 両者の代謝， 排

を明瞭に反映する結呆となった． た

し， Tulchinsky1l らの成績では， じE3の初相

5分， 第二：相が 9土1時間となっ

について私どもの成績と

検討時間の相違がその一因で

血の £3イ［在は， 諸家の報告と同様高値を示

した．じE3については閉静脈血において胴動脈

血よりも有揺の高｛直が認められたが， これは市

丸12)らの報［督と一致する．

指標としては，近年血中 E2

る方向にある141 とされているが，

私どもの成績21)でも， E1,E2, £3のうちでもっと

も著明なピークを呈したものは E2であった．

T-£3は DHA-S投げ後 4~8時間になだらかな

ピークを認める例が多いが， 下降傾向を示す例も

認められる. U-いについては， DHA-S投与前よ

り20ng/ml以上を示している症例では暑明な変動

なし、が， それ以下の症例では投与後2~4

にピークを認める例が多か ✓)た. class Rの糖

なfetaldistressをきたした症例では，

T-£3, U-E3とLL外傾向がほとんど認められなか

✓)た. DHA-Sを100mg負荷する場合の指標とし

ては，じE3の方か T-じに比し不規則な変動を示

い点でより優れているのではないか

ふ. i 

I /．
 しIf 

f々,lし］）名し、-

I ¥/ : ,ヽtJし、｛夕1j

見、1、ii』：、̀

/'; , I: ;) 

は， T-E3,U-£3とも低値傾向

をとるとし、う報冑か多¥r, 15,22, 2 4・, • しかし， 一部の

翫例， とくに腎機従障',lfOパ）ある例では高値傾向を

めたとする報冑もある 2.J, 2 5・. 私どもの成績では，

ず T-Eバ；こ／〉し、て：工， 7例中 6例が」E常範囲に

はあるもの0)低雁直伽＇！］をぷした． たた、し統叶学的

:.: (土行息~X:ii t;, 方¥.);ピ. f・リj,・)カヽ 7:i

め，・,;tし／こ l例て:1, 1940gの SFD児をill韮して

v'るにし力¥/J'}.) ;')ー「異屑『立伯什直をぶした． 次に，

じいではとくに｛氏伯傾加］は認め 9、)]しず， ［＇ド［内胎

をm発し］こ｛夕1J, 1500g c1) SFD兄を1廿産し
も→ むしろ高11(国国］を示し，渚家の報

蚊し t1:IJ, .. , た．二 0),点に/)し、ては今後さら
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に症例数を州し検討する必要があると思われる．

糖尿病症例では， 概して正常範囲に入るという

報告が多い23,24,26)_ 私どもの成績でも，インスリ

ン投廿により良くコントロールされた症例は正常

範囲に入り， インスリンを投与していない軽症例

ではやや高値傾向を示す症例が多いとの印象を受

けた．前述の classRで， fetaldistressをきたし

た症例では， T-E3値は28週で32ng/ml,35週で85

ng/ml, U-£3イ直は28週で 12.lng/ ml, 35週で 7.3

ng/mlとなり， 35週でのじ止の明らかな低値が

認められた．

おわりに

T-EaとU-E3 のどちらが胎児胎盤機能の指標

として打）11か， という点については， T-Iらが有

用であるとする Klopper応）らの報告もあるが，最

近の大勢としてはじE3に向かっているようであ

る3)• 今/11)の私どもの成績では， U-じは 1汀らに

比し， (i)半減間が短い， ②個体間のバラッキが少

ない， ③不規則な変動が少ない，などの利点を持

＇，）ていることが叫らかとなった．

血中 EoCl) ,1平価に関し，必ずしも児の予後を改

；印するうえには役立たない， とする報告が散見さ

れるが2:; , 2 7: , 私どもの成績でも，妊娠中毒症．爪症例

にむし、て，児0)予後と一致しない例が認められた．

したが）て， I鼠叶 lいの onepoint assayで判断

ずることに：に さ),)めで慎爪でなければならない

と息われる. Whit1le28iらは， lJ-E3の連H測定と

alltcpartum feta] heart rate testing を糾み合わ

せることに］、り， 粕j辰病合併妊婦0)磁切な周産期

罰判力;11J1':'Eでふ）たと報古してし‘るが， やはりこ

いしう八ェ、， ｛也リ） Jj合児胎盤機椛検作と組］；合~)せた
-、-べ
') :/,_ ¥_ Fパび）測定が， hihgrisk preg-

｛こ：t必妻と息われる

〈¥,.,. i、i;:j;/ (ii、'.'I.I,'こHiりI{L)t i:J、;t;, r-1 I こ i~ピ，翡［し i
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